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Abstract 

The Geloina-Telescopium fauna (Oyama, 1950) and the Arcid-Potamid fauna 

(Tsuda, 1965 in Japanese) are very important faunas that indicate tropical

subtropical environment in the Lower-Middle Miocene. It is presumed that the 

Geloina-Telescopium fauna inhabitated mangrove swamp and the Arcid-Potamid 

fauna inhabited tidal flat/ tidal zone, as compared these faunas with the living fau

nas. But, the Geloina-Telescopium fauna and the Arcid-Potamid fauna are obtained 

from the same horizon at Kakehata, Yatsuo-machi, Nei-gun, where is the type local

ity of Geloina stachi Oyama, C. yamanei Oyama, Telescopium schencki (Hatai et 

Nisiyama) and Anadara (Hatiarca) kakehataensis Hatai et Nisiyama. So, both fau

nas look lik; coexisted. 

It is well-known that the shells of the species which inhabite in mangrove swamp are 

dissolved by acidic water. In this work, the shells of the species belong the Geloina

Telescopim fauna are dissolved, frequently. But, except Vicarya, the shells of th spe

cies belong the Arcid-Potamid fauna are not dissolved. It is therefore valid that the 

Geloina-Telescopium fauna inhabitated mangrove swamp and the Arcid-Potamid 

fauna inhabited tidal flat/ tidal zone, except Vicarya. At Kakehata, it can be in

ferred that the Geloina-Telescopium founa were transported into tidal flat / tidal 

zone by a flood or a billow. Only Vicarya could live either environment. 
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1 はじめに

〇yama(1950)によって提唱されたCeloina-Telescopium群染は、熱；；；f性マングロ 一

プ湿地というきわめて限定された環税を指椋する群染である。提唱以米. Celoinaは被

北は山形限西田川（西田・茅原. 1966)まで ． 日本の中新統の20ケ所を越える地点から

報告されている ． それに対して. Telescpium の報告は意外に少なく． 島根児仁序町

（岡本ほか. 1971). 岡山県津山市(Taguchi, 1981)など数力所にすぎない ． そのため．

単にCeloina群染（例えば ． 糸魚川•西川. 1976)と呼ばれることもある ．

ー方． 津田(1965)によって提唱された熱～亜熱帝性 の潮間常の存在を示唆する

Arcid-Potamid群染も． 日本の中新世を代表する貝類化石群集の一つで、 種子島から

奥尻島まで広くその分布が知られている。

全国のCeloina-Telescopium群尖の産出をみると.Arcid-Potamid群染に伴って産

出するが単独で産出しても近傍には必ずArcid-Potamid群染(Itoigawa (1978)の

Potamid群染を含む）が認められる ． そこで． 現生マングロ ー プの近縁種の生息分布

と． 自生的産状を示す Celoina群楳が随伴種をほとんど伴わ ないことをも とに．

Celoina-Telescopium群染はマングロー プ本体. Arcid-Potamid群染はその外側（海

側）の群鉛とされている（糸魚川• 西田. 1976: 都留. 1985: 糸魚川・津田. 1986など） ．

ところで． 両群染は． ともに窃山県の八尾ー大沢野地域に分布する中新統黒瀬谷培か

ら産出する化石をもとに提唱された群染である ． この地域では. Arcid-Potamid群染

は随所で見ら れるが. Celoina. Telescopium の 産 出 は きわめ て少なく. Arcid

Potamid群染に伴って産出する ． したがつて. i前述の両群染の生息区分を考磁すれば．

Celoina-Telescopium群尖がArcid-Potamid群染に流入した混在群床を形成している

ことになる． しかし. Celoinaと. Arcidの構成種であるAnadaraの保存状態がきわ

めて良好な上に ． 合弁で産出し ．

一見するといずれも自生的産状を示しているように見

える ． 本小論では. Celoina-Telescopium群集とArcid-Potamid群染が生息環疫を分

けていたのか． あるいは． 一名＄では共存し得たのかを論議する ．

2 化石の産状

黒瀬谷陪では. Geloina-Telescopium群染は． 八尾町掛畑を流れる久婦須川左岸と大

沢野町土を流れる土川河床の2地点からのみ産出している(Fig.l). ただし ． 土ではそ
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Fig.I. Index map of the fossil localities of Kakehata (Xl) and Do (X2) (adapted 

from Geographical Quadrangle Map --Yatsuo··1: 25,000, Agency of Land

Survey, Ministry of Construction). 

れぞれ1個体にすぎない（消水・金子. 1993; 金子. 1996). 今回の報告は， 掛畑の森顕

とそこから採染された貝類化石の観察に基づくものである ． なお． 掛畑の総頭は ．

Telescopium schencki (Hatai et Nisiyama), Geloina stachi Oyama, Geloina yamanei 

〇yamaが新種記載された校式地である(Hatai and Nisiyama . 1949 ; Oyama,19 50). 

化石の産出は3屈準に分けられる(Fig.2). それぞれの特徴をまとめると．

下部：中粒砂岩～泥岩で淘汰はあまり良くない. GeloinaとTelescopiumが散在する ．

Geloinaは合弁のものが多く ． 保存状態も良い ． ただし． 殻頂部分に浴食がみられる

個体もある.Telescopiumは殻全体が溶食を受けている ． 他の化石はほとんど産出し

なし\.

中部：もっとも化石を産出する1蒋準である ． 泥岩が俊勢ではあるが． 極祖粒砂岩まで混

ざり ． きわめて洵汰が悪い. Geloinaを多産し.Telescopiumを少産する. Geloina 

は合弁． 離弁のものがほぼ同じ割合で産する ． 殻頂部分に溶食が認められる個体が多い

が ． ほとんどそれを被っていない個体もある. Telescopiumは殻全体が溶食を受けて
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いる ． 随伴する主な化石としては. Anadara kakehataensisを箪頭に. .. Striarca" 

uetsukiensis, Cyclina japonica, Cerithideopsilla yatsuoensis, Vicarya yokoyamai, 

Vicaryella notoensis, Bittium sp. が 多産. Crassostorea gravitesta, Cultellus 

izumoensis, Chicoreus tiganouranusなどを苦通に産する ． これら随伴する化石には．

溶食が認められず、二枚貝類は合弁のものが多い ．

上部：細裸～中粒砂岩できわめて洵汰が悪い. Geloinaの破片を：普通に含み. Telsco

piumを少産する. Geloina, Telescopium は強く溶食を受けたものが多い. Cyclina 

japonica. Chicoreus tiganouranus, Balanus sp. などを含むが これらは破片化して

いな1.,,_
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3 考 察

上記の観察結果に基づき. Geloina, TelescopiumおよびArcid-Potamid群染の描成

種の生息珠桜とそれらが共産するに至った過程について考察する．

1)生息環袋

下部からは ． ほぼGeloina,Telescopiumのみを産出し. Geloinaは合弁で産出する

ものが多い。 この群染組成と産状は． 広島• 岡山貼備北筋群． 岡山県勝田肘群や島根県

益田J•:1群から報告された純自生的産状を示すGeloina群染（糸魚川 • 西川. 1976 ; 

Taguchi, 1981 ; 都留. 1985)とよく似ている。 しかし. Geloina の殻の浴食にばらつ

きがみられることやTelescopiumの殻はかなり浴食を受けていることから ． 酸性度の

毅なる環淡下で生息したものが混ざったものと考えられる ． また. Telescopium の殻

のほうが溶食を強く受けていることは.Telescopium がより酸性度の高い環瑳に生息

したことを示唆し ． 両者は棲み分けをしていたと思われる ． このことは ． 糸魚川 ・ 津田

(1986)がシンガポール北部のセレタ ール(Seletar)川の河口に広がるマングロ ー プで．

Telescopiumは干潮時にミオとして水が残る干潟の凹地に おり. Geloina は内棲して

産し． 両者は共存しないとの観察結果を得たことと矛盾しない ．

中部からは． 溶食をまったく受けていないきわめて保存の良いArcid-Potamid群鋲

が産出し． とくに Anadara. Striarca, Cyclinaなどの二枚貝類が合弁で産出すること

から. Arcid-Potamid群氏がほぼ現地性群染と考えることができる ． ー方. Geloina 

は合弁であっても溶食を被っているものがあり． それらは明らかにArcid-Potamid群

染とは異なった酸性度の邸い斑淡に生息したことを意味している· ここで問題になるの

は ． 浴食をほとんど受けていない合弁のGeloinaの存在であるが． 前述のようにGelo

inaが浴食を受けないような酸性度の低い哀裟下でも． 他の種が産出しないことから ．

溶食をほとんど受けていない合弁のGeloinaもArcid-Potamid群染とは共存してい

なかったと考えるほうが妥当である ．

以上から. Geloina -Telescopiurri群梨とArcid-Potamid群北の推定される生息場

をFig.3aにまとめる．

Geloina -Telescopium群狛は．酸性珠桜になりがちなマングロ ー プ湿地に生息した ．

詳しくみると. Geloinaはマングロ ー プ湿地内の酸性度の邸いところから低いところま

で広範囲に生息したのに対して.Telescopiumはより酸性度の記iいところに適応して

いるようである ． さらに ． 酸性度の高いところであっても. Geloina とTelescopium
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はニッチを分けていた可能性がj'.':jい．

Arcid-Potamid群染はGeloina-Telescopium群北のより海側で．海水の流入が多く

酸性化しない環菜下の群梨である． ただし． 今回報告した括畑では少ないが． 掛畑とと

もに黒瀬谷培の化石産地としてよく知られている大沢野町土(Fig.I)は.Potamidae 

のうちのVicaryaにかなりの数の溶食を受けた個体が認められることから（金子. 1996). 

マン グロ ー プ湿地内にも生息し得たと考えられる岡本・松尾(1994)も． 広島県庄原

および岡山県津山の中新統価北）名群と勝田］舒群からGeloinaとともに浴食を受けた

Vicaryaを報告していることから. Vicaryaは． 外洋に面した潮澗布から マ ングロ一

プ湿地まで広く生息したと思われる ． ただ. Vicaryaもまた書 下部 からは産出しない

ので マン グロ ー プ湿地内でもGeloina,Telescopiumとニッチを分けていたものと考

えられる ．

2) Geloina-Telescopium群集とArcid-Potamid群集の混在群其の形成過程

では. Geloina-Telescopium群北とArcid-Potamid群染がどのようにして混在群染

の形成したのだろうか．

まず會 マン グロ ー プ湿地にGeloina-Telescopium群集． その外側 （海側）に Arcid

Potamid群知が存在した(Fig.3a). 2つの群梨が混在せずに産出するのは， 堆和楊が

安定している場合である．

暴風による波浪あるは洪水などで. Telescpium-Geloina群染がマ ン グローブ湿地の

底質ごと外側に流され. Arcid-Potamid群狛と混在群鋲を形成するが＂ 珠疫に適応で

きず死滅したと考えられる(Fig.3b). その結果 ． 合弁のGeloinaが産出し Geloina

Telescopium群狛とArcid-Potamid群梨が共存し得たようにみえる． 中部の堆和物の

淘汰がきわめて悪いのも ． マ ングロ ー プ湿地とその外側の堆和物が混ざったためである．

マン グロ ー プ湿地の酸性珠淡は、 湿地表面の削桑1lによって促進されることが知られて

いる(i平田ほか. 1993). そこには． 強く浴食を受けた Telescopium,Geloinaが存在

し． 破片も多い(Fig.3c).

それらが再び流されて． 上部にみられるような産状を示す(Fig.3d).
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Fig.3. a. Schematic figure showing the habitats of Geloina-Telsescopium fauna 

and Arcid-Potamid fauna. a-d. Schematic figures showing the process that 

Geloina-Telsescopium fauna and Arcid-Potamid fauna were mixed. 
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4 まとめ

八尾町掛畑より産出するGeloina-Telescopium群狛と Arcid-Potamid群尖にJ函す

る貝類化石の殻の浴食状態の観察および磁頻調査から以下の結論を得た ．

·Geloina-Telescopium群梨の殻に認められる浴食は． マングロ ー プ湿地に特有の酸性

棗楼によるものでArcid-Potamid群氏にそれが認められないことは、 両群染の生息地

が採なっていたことを示す。 すなわち.Geloina-Telescopium群氏は酸性哀桜になり易

いマングロ ー プ湿地に.Arcid-Potamid群狛は酸t生化しない外洋に面した珠淡に生息

した ．

． 掛畑では． きわめて保存 のよい合弁のGeloinaを産出し. Geloina-Telescopium 群

染が 一部ではArcid-Potamid群狛と共存したかに見えるが． 波浪あるいは洪水などに

よってGeloina-Telescopium群染がArcid-Potamid群染に混入してできた混在群染

である ．

· GeloinaとTelescopiumは． と もにマングロ ー プ湿地に生息したが． 厳密には ． 生

息勘を分けて生息した ．

・A·rcid-Potamid群染のうち.Vicaryaは． マングロ ー プ湿地にも生息し得た ．

・ 現生種ではPotamidaeに屈するCerithideopsilla,Terebraliaなどは． マングロ 一

プ湿地でも生息しているようで ． そのことを考感に入れて． 糸魚川・津田(1986)は．

マングロ ー プ 湿 地に生息する群 染を Geloina -Telescopium -Terebralia 群狛

(Cerithideopsillaもこれに含まれる可能性を示唆している）としている ． しかし. Ar

cid-Potamid群北のうち．設の浴食が認められるのはVicaryaだけで． 大泌：に産出す

るVicaryella,Cerithideopsillaや少産するTerebraliaなどには溶食が認められない ．

また． 下部のGeloina-Telescopium群染にも共産していない． したがつて.Vicaryella, 

Cerithideopsilla, Terebraliaなどは ． マングロ ー プ湿地に生息 できなかったことにな

る ． ただし.Terebraliaの試料が少ないので． 今後さらに検討する必要がある ．
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Explanation of Plate 

Fig.1. Telescopium schencki (Hatai et Nisiyama) ; Kakehata, lower part. X 1 . 

Specimen with shell dissolution. 

Fig.2. Vicarya yokoyamai Takeyama ; Kakehata, middle part. X 1 . 

Specimen without distinct shell dissolution. 

Fig.3. Vicarya yokoyamai Takeyama ;Do. x 1. 

Specimen with extensive shell dissolution. 

Fig.4. Geloina stachi Oyama ; Kakehata. lower part. x 1 . 

Specimen without distinct shell dissolution. 

Fig.5. Geloina stachi Oyama ; Kakehata, middle part. X 1 . 

Specimen with shell dissolution on the umbonal regin 

Fig.6. Geloina stachi Oyama ; Kakehata, upper part. X 1 . 

Specimen with extensive shell dissolution. 

Fig.7. Geloina proxima (Prime) : New Caledonia. XO. 8. 

Specimen with extensive shell dissolution. Recent. 
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